
 

 ■■■■2018 年「ロレアル－ユネスコ女性科学賞年「ロレアル－ユネスコ女性科学賞年「ロレアル－ユネスコ女性科学賞年「ロレアル－ユネスコ女性科学賞―国際新人賞国際新人賞国際新人賞国際新人賞」」」」：：：：    世界の科学界で活躍している14名の有識者で構成される国際審査委員会により選考されました。「ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞」をはじめ、ロレアルグループの各国で推進している国内賞から、生命科学、物理、化学、工学、 数学の分野で世界的に評価されるトップ 15 名の若手女性科学者を表彰し、研究を支援しています。各受賞者に奨学金 15,000 ユーロ （約 200 万円）が授与されます。日本をはじめ、ヨルダン、南アフリカ共和国、アラブ首長国連邦、チュニジア、マレーシア、ベトナム、英国、ポーランド、ロシア連邦、トルコ、フランス、メキシコ、ブラジル、米国の若手女性科学者が受賞しています。 
 日本からはこれまでに 2016 年に向井理紗氏 徳島文理大学香川薬学部 博士研究員（ウイルス感染が原因となって発症する白血病の一つである成人 T 細胞白血病の発症機構の解明に貢献）ならびに、2014 年※に小澤未央氏 九州大学大学院医学研究院環境医学分野久山町研究室 学術研究員（食事で軽度認知機能障害（認知症の前段階）を予防できる 2つの研究成果を評価）が受賞しています。   ※国際新人賞の前身である「ロレアル※国際新人賞の前身である「ロレアル※国際新人賞の前身である「ロレアル※国際新人賞の前身である「ロレアル-ユネスコ女性科学賞ユネスコ女性科学賞ユネスコ女性科学賞ユネスコ女性科学賞 国際奨学金」を受賞国際奨学金」を受賞国際奨学金」を受賞国際奨学金」を受賞 
 ■■■■2018年「ロレアル－年「ロレアル－年「ロレアル－年「ロレアル－ユネスコ女性科学賞」ユネスコ女性科学賞」ユネスコ女性科学賞」ユネスコ女性科学賞」：：：：    2009年ノーベル生理学・医学賞受賞 エリザベス・ブラックバーン教授（2008年「ロレアル-ユネスコ女性科学賞」受賞）を委員長とする国際審査委員会により、生命科学の分野の発展に貢献した世界の優れた女性科学者5名が選ばれました。各受賞者に賞金100,000USドル（約1,000万円）が授与されます。 
• 南アフリカ共和国南アフリカ共和国南アフリカ共和国南アフリカ共和国：：：：    へザー・ザー教授へザー・ザー教授へザー・ザー教授へザー・ザー教授(Heather ZAR)    赤十字戦争記念子供病院教授、ケープタウン大学赤十字戦争記念子供病院教授、ケープタウン大学赤十字戦争記念子供病院教授、ケープタウン大学赤十字戦争記念子供病院教授、ケープタウン大学 医療研究評議会ユニッ医療研究評議会ユニッ医療研究評議会ユニッ医療研究評議会ユニット（ト（ト（ト（MRC）ディレクター）ディレクター）ディレクター）ディレクター  専門分野： 医学および保健科学/小児科学 受賞理由：  肺炎、結核、喘息の研究における最新鋭の研究プログラムを確立し、世界中の多くの子どもたちの救命に貢献 
 
• 中国中国中国中国：：：：    ミーマン・チャンミーマン・チャンミーマン・チャンミーマン・チャン教教教教授授授授(Mee-Mann CHANG) 古脊椎動物・古人類学研究所教授、古脊椎動物・古人類学研究所教授、古脊椎動物・古人類学研究所教授、古脊椎動物・古人類学研究所教授、中国科学院会員中国科学院会員中国科学院会員中国科学院会員 専門分野： 生物学/古生物学 受賞理由：  化石記録に関する先駆的研究により、水生脊椎動物の陸上生活への適応に関する洞察を評価 
 
• 英国英国英国英国：：：：    キャロライン・ディーン教授キャロライン・ディーン教授キャロライン・ディーン教授キャロライン・ディーン教授(Caroline DEAN) ノーウィッチ・リサーチパーク、ジョン・イネス・センター教授ノーウィッチ・リサーチパーク、ジョン・イネス・センター教授ノーウィッチ・リサーチパーク、ジョン・イネス・センター教授ノーウィッチ・リサーチパーク、ジョン・イネス・センター教授 専門分野： 生物学/分子生物学 受賞理由： 環境や気候変動に対する植物の適応方法に関する画期的研究により、作物の新たな改良方法の解明に貢献 
 
• アルゼンチンアルゼンチンアルゼンチンアルゼンチン：：：：    エイミー・エイミー・エイミー・エイミー・T・オースティン教授・オースティン教授・オースティン教授・オースティン教授(Amy T. AUSTIN)    アルゼンチン国立科学技術研究会議（アルゼンチン国立科学技術研究会議（アルゼンチン国立科学技術研究会議（アルゼンチン国立科学技術研究会議（CONICET）農業植物生理学）農業植物生理学）農業植物生理学）農業植物生理学および生態学研究所（および生態学研究所（および生態学研究所（および生態学研究所（IFEVA）、ブエノスアイレス大学農学部教授）、ブエノスアイレス大学農学部教授）、ブエノスアイレス大学農学部教授）、ブエノスアイレス大学農学部教授 専門分野： 生態学/環境科学 受賞理由:  自然景観および人間が改変した景観における陸生生態系の生態学の理解に貢献 
 
• カナダカナダカナダカナダ：：：：    ジャネット・ロサント教授ジャネット・ロサント教授ジャネット・ロサント教授ジャネット・ロサント教授(Janet ROSSANT)    トロント大学小児病院研究主任、トロント大学教授、トロント大学小児病院研究主任、トロント大学教授、トロント大学小児病院研究主任、トロント大学教授、トロント大学小児病院研究主任、トロント大学教授、ガードナー財団会長ガードナー財団会長ガードナー財団会長ガードナー財団会長 専門分野： 生物学/発生生物学 受賞理由：  傑出した研究によって、発生中の胚における組織と器官の形成に関する理解の促進に貢献 

 日本からは、これまでに 2014年 稲葉カヨ氏(京都大学副学長（男女共同参画担当）・京都大学女性研究者支援センター長・京都大学大学院生命科学研究科教授)、2013 年 黒田玲子氏（東京理科大学総合研究機構教授、東京大学名誉教授）、2009 年 小林昭子氏（日本大学文理学部化学科教授、東京大学名誉教授）、2005 年 米沢富美子氏（慶応大学名誉教授）、2000年 岡崎恒子氏（名古屋大学名誉教授）の計 5名が受賞しています。 ※※※※日本人受賞者の日本人受賞者の日本人受賞者の日本人受賞者の所属は授賞時所属は授賞時所属は授賞時所属は授賞時 
* * * ロレアルグループについてロレアルグループについてロレアルグループについてロレアルグループについて    (www.loreal.com) 

1909 年にパリで化学者ウージェンヌ・シュエレールによって設立され、世界 140 カ国・地域で事業を展開し、89,300 人以上の従業員を有する世界最大の化粧品会社です。「ランコム」「シュウ ウエムラ」「キールズ」「イヴ・サンローラン」「ロレアル パリ」「ロレアル プロフェッショナル」「メイベリン ニューヨーク」など、34 ブランドをグローバル規模で展開しています。創立当初から研究活動を最重要視し、化粧品科学を一つの独立した科学分野へと育て上げてきました。また、女性研究者を積極的に登用しており、約 3,870名の研究者のうち、女性が占める割合は 68％に上ります。 
 日本ロレアルについて日本ロレアルについて日本ロレアルについて日本ロレアルについて    （（（（www.nihon-loreal.jp）））） 
1963年から事業を開始し、1996年に日本法人である日本ロレアル株式会社が設立されました。2,300人の従業員を有し、化粧品の輸入、製造、販売、マーケティングを行っています。現在、上記のブランドを含め 22のブランドを取り扱っています。1983年に日本に研究開発拠点を置き、現在、日本ロレアルリサーチ＆イノベーションセンター（川崎市・溝の口）として、日本をはじめ、アジアの研究開発の中心的な役割を担っています。200名以上の研究者を有し、うち女性研究者は 56％を占めています。2005年から生命・物質科学分野における博士後期課程在籍または進学予定の若手女性科学者を支援する奨学金「ロレアル－ユネスコ女性科学者「ロレアル－ユネスコ女性科学者「ロレアル－ユネスコ女性科学者「ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨日本奨日本奨日本奨励賞」励賞」励賞」励賞」を推進しています。2017年を含め、47名の若手女性科学者が受賞しています。 ユネスコについてユネスコについてユネスコについてユネスコについて    (www.unesco.org) ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）は、諸国民の教育、科学及び文化の協力と交流を通じた国際平和と人類の共通の福祉の促進を目的とした国際連合の専門機関です。本部はフランス・パリにあり、2014年 4月現在の加盟国数は 195カ国です。科学においては、技術、イノベーションや教育の発展に注力しているほか、海洋資源や生物多様性の保全、科学的知識に基づく気候変動や自然災害への対応策に取り組んでいます。とりわけ研究において、あらゆる人種差別の撤廃と男女共同参画を推進しています。 
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